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��．１� 資源・生態調査

��．１．１� エビ類（トヤマエビ）

担当者� � 調査研究部� � 澤村� 正幸�

（１）� 目� 的�

� 道南太平洋のエビ類，特に噴火湾のトヤマエビの生

態特性と資源動向に関する調査を行い，資源管理を実

施するための基礎資料を得る。�

（２）� 経過の概要�

ア� 漁獲統計調査�

� エビ類全体の漁獲統計は，���� 年までは北海道水産

現勢，����年以降は漁獲生産高報告を用い，����年に

ついては各地区水産技術普及指導所調べに基づいて中

央水試が集計した暫定値を使用し，種類別，管内別，

年別の漁獲量を集計した（表１）。�

この海域における漁獲の中心となる噴火湾海域（砂

原漁協～いぶり噴火湾漁協伊達支所）のトヤマエビえ

びかご漁業について，漁獲量及び渡島管内（砂原漁協

～長万部漁協）における年間の延出漁隻数と �	
�（１

日１隻あたり漁獲量）の経年変化を集計した。漁獲量

はエビ類全体と同様に北海道水産現勢，漁獲生産高報

告及び中央水試集計の暫定値を使用し，漁獲努力量の

算出にはえびかご漁業漁獲成績報告書を用いた。また，

参考値として噴火湾沖海域（えさん漁協椴法華支所～

鹿部漁協および室蘭～鵡川漁協）の漁獲量も集計した。

（表２，図１）�

イ� 生物測定調査�

噴火湾海域におけるトヤマエビかご漁の漁期中（春

期：３月１日～４月 �� 日，秋期：９月１日～�� 月 ��

日）に各月１回，森漁業協同組合から購入した標本に

ついて生物調査を実施し，銘柄別漁獲量と生物測定結

単位：トン
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資料：北海道水産現勢、漁業生産高報告及び水試速報値。2011年の値は暫定値。
　　渡島管内は旧恵山町～長万部町の合計値

表１� 道南太平洋海域のエビ類の種類別，管内別，年別漁獲量�
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果から年齢別漁獲尾数を求めた。なお年齢は ���
～

���� 年の漁獲物測定データを元に作成した年齢－甲長

関係から推定した（表３）。�

銘柄別漁獲量と漁獲物の体長組成データが得られて

いる ���
年以降について，年齢別漁獲尾数を求め，�	�

を実施した。表３に �	� に使用した各パラメータを示

す。最高齢は５歳とし，����年の各年齢及び各年の ��

歳の資源尾数は（１）式，各年の１～４歳の資源尾数

は（２）式，各年の４歳以下の � は（３）式に基づい

て算出した。�
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ここで a�は年齢，��は年，��は漁獲係数，��は漁獲

尾数，��は資源尾数，��は自然死亡係数を表す。最終

年の各年齢の � は，���� 年以降資源量の減少に伴い漁

獲圧が変化したと考えられることから，過去４年の同

じ年齢の � の平均に等しいと仮定し，算出した値を計

算式に代入したのち，最終年について ���������������＝��

（出典：漁業生産高報告、水試集計速報値。　漁獲量：トン　CPUE：kg/隻）
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※1999年以降の延出漁隻数とCPUEは渡島管内のみの数字
※噴火湾沖海域はえさん漁協椴法華支所～鹿部漁協および室蘭～鵡川漁協の海域
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図１� 噴火湾海域のトヤマエビ漁獲量と �	
�の推移�

（上：通年，下：漁期別）�

表２� 噴火湾周辺海域のトヤマエビ漁獲量�
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となるよう ����������������ソルバーを用いた繰り返

し計算を行って，収束した値を ������として採用した。

さらに，各年齢の資源尾数に年齢別平均体重を乗ずる

ことで資源重量を求めた。�

再生産の成功率の指標として産卵数あたりの加入尾

数（�	�）を用いた。� ��年の全てのメス個体が抱卵し

て ��年の漁期初めにふ化するとし，� 年級の �	��は１

歳時における加入尾数を ��年における海域全体の産卵

数で除したものとした。各年の産卵数は，表３に示し

た各年齢の１尾あたり抱卵数を �	� により算出された

年齢別の資源尾数に乗じて算出した。３歳のメスにつ

いては，２歳の産卵期以前にオスからメスに性転換し

抱卵を行う個体と産卵期以後に性転換し抱卵を行わな

いまま３歳の漁期初めを迎える個体が混在しているた

め，３歳の資源尾数のうち抱卵メスの割合を �!�"と推

定して産卵数を算出した。４歳以降は全てメスに性転

換するとした。�

（３）� 得られた結果�

ア� 漁獲統計調査�

道南太平洋のエビ類の全漁獲量は，���� 年の �#���

トンを最高に，それ以降，増減を繰り返しながら減少

傾向を示している。���� 年の海域全体の漁獲量は ���

トンであり，����年（���トン）の "�％に減少した（表

１）。�

各管内の漁獲量は，渡島管内（旧恵山町～長万部町）

が最も多く，����～����年の平均で �"％，次いで胆振

管内（�
％），日高管内（９％）の順である。����年も

同様に，渡島管内（"�％），胆振管内（��％），日高管

内（５％）の順であった。�

� 種類別では，トヤマエビが最も多く，����～���� 年

の平均で ��％を占め，次いでホッコクアカエビ（��％）

が多く，その他のエビ（２％）は少ない。���� 年も同

様に，トヤマエビ ��％，ホッコクアカエビ ��％，その

他のエビ２％となった。�

� トヤマエビの漁獲量は，���� 年の ��� トンを最高と

し，その後 ���
 年から ���" 年までおおむね ��� トン

から 
��トンの間で増減していたが，����年に ���ト

ンと前年の ��� トンから大きく減少したのち，それ以

前の水準に回復しない状態が続いている。���� 年の漁

獲量は ���トンであり，����年（��
トン）の ��％と

前年から減少した。�

� ホッコクアカエビの漁獲量は，���� 年の ��� トンか

ら，���� 年には �� トンまで減少した。その後，����

年に ���トンまで増加したあと再び減少して ����年に

�"トンとなり，����年以降はやや増加して ���トン前

後で推移していたが，���� 年以降再び減少している。

����年の漁獲量は ��トンで ����年（�"トン）の ��％

であり，����年以降で最低の値となった。�

噴火湾海域のトヤマエビ漁獲量は ����年以降増加し，

����年には ����年以降で最高の ���トンとなった。そ

の後 ���
年から ���"年までおおむね ���～���トンの

間で増減していたが，���� 年に ��
 トンと前年の ���

トンから大きく減少したのち，それ以前の水準に回復

しない状態が続いている（表２，図１）。����年の漁獲

量は ���トンで，����年（�
�トン）の ��％であり，

����年以降では２番目に低い値であった。漁期別では，

春期の「小」銘柄が自主禁漁となった ����年以降，ほ

とんどの年で秋期の漁獲量が春期より多くなっている。

���� 年の春期の漁獲量は �� トン，秋期の漁獲量は ��

トンで，いずれも ���� 年（春期 
� トン，秋期 ��� ト

ン）から減少した。�

表３� 解析に使用したパラメータと算出方法�

項目 値または算出方法 備考

1歳：20～25mm、2歳26～30mm
年齢－甲長関係 3歳：31～35mm、4歳36～40mm 1994～98年の漁獲物データから推定

5+歳41mm～

田中の方法
��

寿命７歳として計算

5歳以上の� 4歳の�に等しいと仮定

現状の� 2007～2010年の�の平均 過去4年の�の平均に等しいと仮定

3歳：3655粒，4歳：4491粒， 1997年の甲長組成データ及び

5+歳：5991粒 1993年の抱卵数計数データ
��
から推定

年齢別抱卵数

自然死亡係数M ����
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�� 
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表２及び図１に示した漁獲努力量及び �	
�は渡島管

内のみの数字である。噴火湾海域のえびかご漁では，

漁獲の減少に伴って努力量（延出漁隻数）も減少する

傾向が見られた。���� 年以降の努力量（延出漁隻数）

は，最高が ����年の 
#��
隻であり，���"年まで �#���

隻前後で推移していたが，漁獲量が減少した ����年以

降は �#���隻を下回る値となっている。����年は �#��


隻で，����年（�#
"�隻）の ��％であった。����年以

降の �	
�は，通年，春期，秋期共に，全体として漁獲

量と同様の動向となっている（表２，図１）。����年の

�	
�は通年が 
"!�㎏，春期が ��!�㎏，秋期が ��!�㎏

であり，いずれも ����年（通年：�"!�㎏，春期：�"!�

㎏，秋期：��!�㎏）から増加した。�

����～���� 年各月の銘柄別漁獲量をえびかご漁業漁

獲成績報告書から集計し図２に示した。通年での漁獲

量が最も多い銘柄は，秋期に漁獲される「小」であり，

����年は年間漁獲量の 
�％を占めた。漁期別では，春

期（３～４月）は「中」が最も多く，次いで「大」が

多い。なお，���� 年以降，春期の銘柄「小」は自主禁

漁となっている。秋期（９月～�� 月）は「小」が最も

多く，次いで「メス大」が多い。�

噴火湾沖海域の漁獲量は ���� 年に �� トンと過去最

高を記録した後に減少し，����年以降は ��～
�トンの

範囲で増減を繰り返している（表２）。����年の漁獲量

は ��トンで，����年（��トン）の ��％となった。�

イ� 生物測定調査�

漁期中の標本測定結果及び銘柄別漁獲量から求めた

����～���� 年の漁期別の甲長組成を図３に示した。春

期には甲長 ��～��㎜程度の比較的大型の個体が多く性

別ではメスが半数を超え，秋期には年齢 � 歳，甲長 ��

～�� ㎜程度の小型個体が中心となり性別ではオスが大

部分を占める。���� 年の春期の甲長のモードは，オス

が ��㎜（����年 ��㎜），性転換個体が ��㎜（����年

��㎜），メスが ��㎜（����年 ��㎜），秋期の甲長のモ

ードはオスが �� ㎜（���� 年 �� ㎜），性転換個体が ��

㎜（����年 �" ㎜），メスが �� ㎜（����年 �� ㎜）で，

全体的な大きさは春期，秋期ともに ����年より小型で

あった。�

標本測定により得られた甲長および性別の組成から，

表３に示した甲長と年齢の関係を用いて，噴火湾海域

における通年（図４）及び漁期別（図５）の年齢別漁

獲尾数の経年変化を求めた。この海域における漁獲物

は，ほとんどの年で１歳が年間漁獲尾数の半分以上を

占め，３歳以上の割合は低い。漁期別では，春期の「小」

銘柄個体が自主禁漁となった ����年以降，春期には１

歳の漁獲がほとんどなく，２～３歳が漁獲の中心とな

っている。一方，秋期では１歳が漁獲尾数の大半を占

めている。�

各年の年齢別漁獲尾数から計算した �	�の結果を

図６に示した。���
 年から ���" 年までの間，資源

重量はおおむね ���トンから ���トン，資源尾数は

おおむね �#���万尾から �#���万尾の間で増減を繰

り返していたが，漁獲量同様に ����年に資源重量・

資源尾数ともに大きく減少し，その後回復しない状

態が続いている。���� 年の資源重量は ��" トンで

���� 年（��
 トン）から減少し，資源尾数は �#���

万尾で ����年（�#���万尾）から増加したと考えら

れる。資源は重量・尾数ともに１歳と２歳で半分以

上を占め，４歳以上は少ない。�

�	� により求められた年齢別資源尾数と表３に示

した年齢別抱卵数から，噴火湾海域全体のトヤマエ

ビの産卵数及び �	� の経年変化を求めた（図７）。

���
年から ����年までの産卵数は９～"
億粒であ

り，�	�は ��～�
�尾�万粒の間で年により大きく変

動する傾向が見られた。産卵数と �	�の間には明確

な相関関係は見られなかった。���"年以降の産卵数

は産卵メスとなる大型個体の減少を反映して低位

の状態が続いており，����年は ��億粒，����年は

��億粒と �年続けて前年から増加したが，前進計算

の結果では ����年の産卵数は ��億粒と再び過去最

低に近い水準まで減少すると予想されることから，

今後短期的な漁獲量の増加はあったとしても，資源

水準は依然として厳しい状態が続くと考えられる。�

噴火湾海域のトヤマエビの資源水準について，

����年から ����年までの ��年間の年間漁獲量の平

均値を ��� として各年を標準化し，���$
� の範囲

を中水準とし，その上下を高水準，低水準として資

源水準の判断を行った。���� 年の水準指数は 
� で

あり，低水準にあると判断された（図８）。�
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